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Abstract

HIVに感染した血友病男性患者群におけるHIV/AIDSの知識と情動的適
応：最終報告
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　この検討はHIVに感染した血友病男性患者の長期

にわたる心理学的評価に関する最終報告である。

HIV感染に関する知識，情動的衝撃，時間経過に伴

うプロスペクティブな変化，および心理学的サポー

トの必要性について評価された。試験群はパリ，

フィレンツェ，ミラノおよびナポリの血友病セン

ターの男性血友病患者118人からなり，HIV血清陽

性は66人，陰性は52人であった。被験者全員に，心

理テスト（STAI：不安の状態および特性項目表；

SDS：抑うつ評点尺度）が実施され，またAIDSの

知識および情動的影響を確認するため質問表への記

入も行われた。登録後（1992–93年），評価は2年間

に 2回繰り返された。両群とも知識に関する質問の

正解率は高く，特に性行為がHIV感染に対する危険

因子であり，HIVに感染した血友病患者の性的パー

トナーは定期的に検査を受けるべきであるとの項目

では全員（100％）が正しい知識をもっていた。しか

し，陽性患者で性行為の際は必ずコンドームを使用

すると答えた率（86％）およびパートナーが定期的

にHIV検査を受けていると明言した率（60％）は低

下した。

　今回の検討の最も重要な特徴は，予想に反し，陽

性患者も陰性患者も同程度の情動的影響を示したこ

とである：不安および抑うつ尺度のいずれの平均値

にも群の間に統計学的有意差は認められなかった。

さらに，ある面では，陰性群の方がより大きな情動

的影響を示した：ベースラインの評価で，陽性患者

より多くの陰性患者が恐れおよび不幸な感情を抱い
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ていた。また，より多くの陰性患者がAIDSについ

て学んだ後，注入を嫌悪したり血液製剤を拒否する

ようになった。この結果から，陰性患者の情動状態

にも注意を払うことの重要性が強まった。血液製剤

の使用に対する嫌悪感（安全性を示されても）は，

治療しても臨床状態を悪化させる危険性を伴う可能

性があるため非常に重要な問題である。従って，血

友病患者に対してはHIV状態に関係なく，HIV感

染 /AIDSに関するカウンセリングが必要であると

考えられる。
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